
１.

　１．年度方針・理念等

　～ありのままのあなたと　いつも向き合い、支え合い　のぞみに向かって　わを広げ～

　　 住みよい環境づくりを進めます。

　２．重点課題

　・法人の中期経営計画（ガバナンス強化、業務効率化、採用・育成強化等）実現に向けた取組推進

　・法人WLB推進ビジョン～最高の職場環境が、最高の利用者サービスへ～実現のための取組推進

　・採用活動の強化、法人の魅力発信のための広報活動強化等、採用に直結する取り組みの検討

　・ICT活用や業務見直しによる標準化・効率化及び働き方改革の推進

　３．総評

　本年度は、R5～7年度3ヶ年の中期経営計画の最終年度として、新たな内部理事体制のもと、事業部・

委員会ごとに現行計画の振り返りを行うと共に、法人管理職間で共通認識を図り、次期の経営計画を

策定する等、新たな歩みを進めた年度でした。また、社会福祉充実計画に基づき、足立あかしあ園・

あいのわ支援Cの2拠点における施設改修計画も進めました。法人経営を取り巻く環境が変化する中、

次期計画に沿った持続可能な経営の実現に向け、体制や方針の整備に重点を置いて取り組みました。

　ワーク・ライフ・バランス推進ビジョン実現に向け、職員の処遇改善のための関連規程改正や認定制度

取得等、職場環境改善及び法人の社会的価値向上の取り組みを継続して推進しました。

　法人本部事務局においては、足立あかしあ園・綾瀬あかしあ園・舎人あかしあ園・あいのわ支援C・

大谷田障がい福祉施設の事務体制について、引き続き一体管理による法人本部強化、並びに業務の

効率化を図ると共に、一体管理外の拠点の内部監査を定期実施し、事務全体の標準化に努めました。

　１．年度方針・理念等

　～人を大切にし、利用者と共に成長する施設づくりを行います～

　　 将来に向けた今できる取り組みの実現

　２．重点課題

　・利用者を取り巻く変化を捉えた継続的な支援の実施と関係機関との連携強化　

　・地域住民の一員として、地域との関わりの構築と継続　

　・更なる支援の質の向上に向けた職員間のコミュニケーション・チームワークの強化

　・医療的ケア実施に向けた体制の整備

　３．総評

　利用者個々のニーズや身体状況等を把握し、その変化に応じた個別支援計画に対応した支援内容の

見直しや充実を図ると共に、関係機関との連携強化に取り組みました。また、利用者が安心して活動できるよう

施設内の環境整備を行うと共に、日々の生活の中で楽しさややりがいを感じられる支援の提供に努めました。

　地域行事等への参加機会の拡充を通じて、地域との繋がりを深めつつ、継続的な交流の促進を図りました。

　これまでの業務方法を見直し、目的に沿った業務改善及び効率化を推進しました。また、職員の意見交換

を活性化し、主体的な利用者支援や施設運営への参画を促し、職員間のコミュニケーションやチームワーク

強化を通じて支援の質向上に取り組みました。

　医療的ケアについては、引き続き実施に向けた体制整備を行いました。
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　１．年度方針・理念等

　～みんなでほっといっしょにいきいきと～

　　 安心・信頼を大切に　共に考え学び　お互いの自己実現を目指します

　２．重点課題

　 　・利用者自身や生活環境の変化を捉えた支援の実施と関係機関との連携強化、職員間の連携強化

　・業務標準化と共に、個々の利用者に必要なサービス提供を行うための環境整備及び体制の見直し

　 　・地域に根差した施設として、カフェの営業や地域公益的活動を通じた地域共生の取組みの推進

　・医療的ケア実施に向けた準備・体制の整備

　３．総評

　本年度は利用者・ご家族の健康面から入退院や長期欠席、家庭状況の変化等により通所が困難となる

ケースが発生しており、通院や入所施設の見学等、個別に対応しました。また、行政だけでなく、相談支援

や短期入所、居宅介護等の他事業所との連携強化を図りました。

　業務標準化や体制の見直し等について、毎月、運営リーダー会を開催し、特にふぉらんカフェにおける

課題整理と改善案の検討を行い、より地域に根差した場所となるよう、次年度に向けた準備を進めました。

　近隣施設と連携し地域交流会の開催やフードパントリー「あやせもりのひろば」を定例開催しました。今後

も地域の方々とともに考えながら、地域の中での役割を果たしてまいります。

　医療的ケアについては、引き続き実施に向けた体制整備を行いました。

　１．年度方針・理念等

　～一人ひとりを大切に～

　　 一人ひとりの歴史・思い・生活・個性を大切にして、夢や希望に向けた支援を行います

　２．重点課題

　・利用者の状況に合わせた身体介助と活動のバランスを再検討

　・前年度比+5％の出席率向上

　・医療的ケアの利用者の受入れと安全な実施に向けた研修の実施とマニュアルの整備

　・地域交流を目的とした「ふぉらん舎人店」の活性化

　３．総評

　利用者の身体状況やニーズに合わせた個別スケジュールの確立を図ると共に、各グループの特色

を活かした活動プログラムを提供しました。今後は更なる活動の充実に向け、利用者・家族のニーズ

把握に努めます。

出席率については、年度途中の退所者・長期欠席者の影響により、施設全体では前年度を下回る

結果となりましたが、その他の利用者においては前年度と同程度の水準を維持しました。

　医療的ケアの実施については、マニュアルに基づき、事故等なく安全に実施しました。引き続き、

看護師と連携し、安心・安全な対応に努めていきます。

　「ふぉらん舎人店」の活性化に向け、近隣地域へのチラシ配布等の取り組みを行いました。
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　１．年度方針・理念等

　２．重点課題

　・活動提供方法の見直し、継続した業務効率化の取り組み、地域交流の更なる充実による通所率の向上

  ・支援員の介助技術等強化による支援の質の向上

　・虐待防止やリスクマネジメント及び利用者に対する権利擁護の強化

　・医療的ケア実施に向けた準備・体制の整備

　３．総評

　本年度は利用者支援の更なる充実・向上に向け、支援体制や活動提供方法を見直すとともに、職員の

業務内容を精査し業務効率化に取り組みました。また、「ふぉらんHANAHATA」の運営面の課題整理や

未来像・コンセプトの見直しを行い、より利用者が地域と繋がる場であり、地域に根差した場所となるよう

取り組みを進めました。

　通所については、利用者・ご家族の健康面からの長期欠席、家庭状況の変化等により通所日数が減少

となるケースが発生し、関係機関との連携強化を図り、家庭訪問等の個別対応を行いました。

　虐待防止・権利擁護の強化を目的に、外部研修で得た知見を施設内研修として共有し、職員間の

コミュニケーションやチームワーク強化を図り、支援力向上に取り組みました。

　１．年度方針・理念等

　～一人ひとりにとって"価値"ある一日を～

　　 私たちは、一日いちにちを大切に、全力で、前向きに、誠実に取り組みます

　２．重点課題

　・利用者健康管理と医療的ケアサービス提供体制の強化

　・デジタル機器の安定活用とサービス向上

　・地域との連携推進

　・感染症対策の強化

　３．総評

　本年度は利用者の健康管理を徹底することはもちろんのこと、医療的ケアサービス提供体制の強化を

最重点課題として、不特定多数の方を対象とした「介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修

（第2号研修）」を実施し、3名の職員が認定を受けました。今後も計画的に認定特定行為業務従事者の

育成を進め、体制を整備してまいります。

　既存のデジタル機器の安定活用に際し、施設内の無線環境を調査のうえ改善を図りました。また、

見守り支援機器・情報共有機器・無線端末等を増設し、更なる効率化とサービス向上に取り組みました。

　地域交流行事を開催するとともに、地域公益的活動等を通して地域との連携に努めました。

　感染症対策として感染対策指針に基づく研修を7回、訓練を10回実施し、共通認識を図りました。

竹の塚あかしあの杜

～らしく！たのしく！つながる”わ”～

　一人ひとりが自分らしく過ごせるように地域、家族、仲間とのつながりを大切にします。
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　１．年度方針・理念等

【理念】 ～あなたらしく生きるために、あなたがホッとできる”場所”を目指します～

【行動指針】 1.利用者本位、2.サービス向上と満足度の追求、3.品位、4.職場の雰囲づくり、5.安全第一

　２．重点課題

　・安定した利用者支援の提供及び質の向上のための人材確保、並びに体制の見直し

　・共同生活援助における重度化対策に向けた設備の導入（介護リフト・ICTの活用等）と支援技術習得

　・地域生活支援拠点登録事業所として役割強化

　・地域との連携強化

　３．総評

　安定した利用者支援のため人材確保を最重要課題として位置付け、法人事業部で体制を見直しました。

併せて、重度化対策として検討した夜間支援体制の変更及び施設改修計画を次年度より開始します。

　短期入所や相談支援事業では、地域生活支援拠点等担当者会議の協議等、足立区全体の緊急受入

体制整備に参画し、関係機関との連携強化により、段階的に実績を積み重ねました。

　地域連携推進会議や、近隣町会・学校の行事等、地域とつながる機会を設けました。地域の一員である

利用者と近隣住民が互いに理解を深め、日常的な関わりから顔の見える関係づくりを継続して取り組み

ます。職員の専門性を高め、利用者が住み慣れた地域で安心して生活できるよう、課題に対し切れ目なく

対応し、サービスの質を高めながら、役割を果たしてまいります。

　１．年度方針・理念等

～いちにち一日を大切に～

 　利用者の自己実現を目指し、安心して通所出来るよう支援します

　２．重点課題

・相手の立場や気持ちに寄り添う心遣いと対話により、共感する気持ちを持って協働する組織づくり

・階層別・分掌等の役割に基づいた各職員のスキル向上

・感染症及び防災に関する実践と整備の強化

・地域との繋がりの取組み継続、及び明るく快適に過ごせる施設内環境の整理・整備

　３．総評

　「思いやり」をテーマに掲げ、利用者一人ひとりに寄り添った最良のサービス提供と環境づくりに取り組ん

でまいりました。思いやりの意識を職員間で共有することで主体的な行動が促され、業務効率向上に繋が

りました。また、各委員会による内部研修や感染症・防災防犯訓練を積み重ね、職員の対応力強化を図る

と共に、虐待防止に関する伝達研修による職員全体の支援力向上と支援方法の統一に取り組みました。

　地域交流会等のイベントや施設見学会の開催により、近隣住民や関係機関に施設を知っていただくと

ともに、各所との繋がりを深め、地域に根差した施設運営を推進しました。また、利用者の生活面の課題

においても、住み慣れた地域で安心して生活が継続できるよう、各関係機関と密に連携を図り、生活支援

の改善に努めました。

あいのわ支援センター
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　１．年度方針・理念等

～利用者の「働く」「生活」「健康」を支援します～

　２．重点課題

・就労支援事業の効率化

　 ・利用者出席率向上

・新規利用者の確保

　３．総評

　足立区大谷田就労支援センターでは新たな清掃作業を受注すると共に、掃除ロボット導入や既存作業

を含めた就労支援事業全体の効率化を図り、売上及び平均工賃ともに前年度と比較し増額しました。

　利用者出席率については、就労継続支援B型・生活介護ともに年度途中の退所や長期欠席等の影響

により減少しました。引き続き、次年度も個別対応を行いながら出席率の向上に取り組みます。

　新規利用者確保の取組みとして、法人就労支援事業部にて関係機関にパンフレットを設置すると共に、

特別支援学校での事業所説明会等を実施しました。

　足立区大谷田ホームは年度中に2名が入居しましたが、1名が地域移行により年度末退所となりました。

入居者の高齢化に伴い、健康面や機能低下の課題が増えており、関係機関との連携を強化しました。

大谷田障がい福祉施設


